







ンを呈することが知られている（例えば Budrene and Berg, Nature 376（1995）など）．この現象のメカニズム





化学物質濃度の 3 つを未知関数とする数理モデル（Deneubourg 系）を提案した．上述 2 因子および 3 因子
の反応拡散移流系において走化性は化学物質の濃度勾配に向かう生物移流項として表現されている．この移
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て記述している．三村・辻川系においては空間次元が 1 および 2 のとき，解が時間大域的に存在すること
が理論的に示されており，発生する様々な時空間パターンの存在も理論的・数値的に示されている．特に 
1 次元有界区間においては，走化性の係数をパラメータとして Hopf 分岐が起こって周期解が発生すること
が Kurata et al. （Math. Sci. Appl. 29（2008））によって示されており，またカオティックな振る舞いをみせる
ことも Painter and Hillen（Physica D 240（2011））によって示されている．本章で著者は，Kurata et al. （Math. 
Sci. Appl. 29（2008））が捉えた分岐解を分岐解析ソフトウェア AUTO を駆使して改めて捉えるとともに， よ
り大きな走化性係数における分岐枝の追跡を新規に行ない，Hopf 分岐により生じた周期解の安定性につい
て調べている．
















論 文 審 査 結 果 の 要 旨
　本論文では，走性を有する生物が織りなす時空間パターンの発生メカニズムを， モデリングならびに解析
することによって研究している．特に大腸菌分布の三村・辻川系およびシロアリ塚形成の Deneubourg  系に














　本論文の内容は，PLoS ONE 誌を含む計 6 編の原著論文にて既に公表されている．また 2 編の関連論文も
公表済みである．さらに著者は，数理モデリングと解析に関する国際集会における英語による口頭発表を
含む 14 件の研究集会・学術会議において本論文の内容を発表している．審査委員は本論文の内容を中心に，
面接と公開の論文発表会を行い，著者が論文内容と用いた数理手法について十分な理解とともに関連する分
野についても学識を有し，また将来の研究遂行に対しても十分な能力を持つことを確認した．著者の英語能
力については，学術論文を自ら英語で書いていることならびに，英語による口頭発表・質疑応答を行なって
いることから十分であると判定した．以上のことより，審査委員会は本論文の著者が博士（理学）の学位を
授与されるに足る十分な資格を有するものと判定する．
